
校 長 新 門 健 一

学校において児童生徒に指導する内容について国が方針として示す

ものに「学習指導要領」があります。これは，いろいろな時代の流れに

よって見直され，これまでにいろいろと変わってきています。今回見直

しがなされ，小学校では２３年度(今年)から，中学校では２４年度(来

年)から教科書の内容が変わり，学校では子どもたちに指導しています。

児童生徒に「生きる力」をはぐくむことを目指し，「生きる力」を支え

る「学力」「心」「体」の調和のとれた育成を重視した教育を行うよう

に求められています。そのような中で学校での指導において，これまで

以上に「言語活動」の充実が強く求められています。

先日文部科学省の常磐豊大臣官房審議官のお話を聞く機会がありました。その中で，「国語の４領域

（「読む」「書く」「聞く」「話す」)の中で，どこに課題があると考えますか。」という問いかけがあ

りました。いろいろな立場によって，どの領域に課題があるという答えが変わってくるということでし

た。学校で言えば，教師集団が何を子どもたちに望んでいるかということの裏返しなのだそうです。三

島小中学校の先生方は何について課題と考えて指導しているのでしょうか。この４領域は，受信・発信

という分け方もできます。考えてみてください。

読む 書く (文字)：一人でできる← 学習活動に関連

聞く 話す (音声)：相手が必要 ← 生徒指導・人間関係

これら４領域の真ん中には，「考える」というものがあります。「見る」「触れる」等五感で感じ取っ

た情報を正確に理解し，自分なりに表現し，他者に伝達・説明したり，情報を分析・評価し，論述した

りするわけです。

言語活動の充実を図るためには，考える力を伸ばさなければなりません。そのためには知識＝経験が前

提として必要になります。読書やいろいろな体験活動，多くの人々との触れ合い等を大切にし，子ども一
人ひとりの正しい知識(経験)を増やす教育活動の充実に努めたいと思います。

１日（火）に文化祭を実施しました。小学部の劇「まねしこぞう」は，日

頃の言葉づかいのあり方について，劇を通して考えさせる内容でした。また，

中学部の劇「大切にした命 大切にできなかった命」は，戦争のあった時代

に三島村での実話を基にして，平和について考えさせる内容でした。そして，

児童生徒全員によるジャンベ演奏では，子ども達がお互いに協力し合いなが

ら練習の成果を発揮しました。さらに，さくら組さんの「歌・手話“さんぽ”」

たけんこ学級による「ビビディバビディブ」「ふるさと」の合唱などバラエ

ティあふれる発表参加もあり，充実した内容の文化祭を実施することができ

ました。舞台発表だけでなく展示発表も含めて，子ども達は，日頃の学習の

成果を生かした発表を披露できたのではないかと思います。御多用の中，御

参観いただいた保護者や地域の皆様方，本当にありがとうございました。

１０月２８日（金）に鹿児島県立図書館などから図書館の

司書の先生方など３名の方が来島され,“玉手箱の本に親し

む運動”の一環として読み聞かせなどを通した読書活動の会

が実施されました。「読み聞かせ」「おはなし」「クロスシア

ター」等の実演により，楽しい本の世界について紹介してい

ただきました。

また，保護者の方々等を対象にして“本好きの子ども”にするためにどのようなことに心

がけていけばよいかということについて具体的にお話をしていただきました。今回の来島期

間中に開発センターや学校の図書室の本の置き方の整備もしていただき，早速子ども達や地

域の方々が興味深く本を手に取る姿がありました。楽しい本の世界について知る大変よい機

会となりました。

1 日（火）～７日（月）は「地域が育む“かごしまの教育”県民週

間」でした。期間中の２日（水）には,授業参観，高齢者とのふれあい

スポーツ大会を実施しました。

保護者の方々はもちろんのこと高齢者の方々にも，日頃の子どもた

ちの学習や学校の様子を参観していただくことができました。恒例の

スポーツ大会は，天候の関係でいつものグランドゴルフではなく室内

でのペタゴルフ及び輪投げ大会となりましたが，高齢者の方々と子ど

も達がペアを組み，お互いに協力し合ったり，談笑したりして，とて

も楽しく過ごすことができました。子どもたちにとって高齢者の方々

との交流を深める大変よい体験活動となりました。

８日（火）～１１日（金）に，新し

いALTの“Isobel Hogg”先生が来校

されました。先生はイギリスからの来

日で，現在まだ日本に来て 3 ヶ月余り

ということですが，子どもたちと英語

や身振り手振りでのコミュニケーショ

ンをとり，ハロウィンなどの題材を通

して英語や外国の文化について分かり

やすく紹介していただきました。

児童生徒会の後期活動に向けて役員改選を

行いました。その結果，下記のように役員が

決まりました。全児童生徒２１人が「一人一

役」で責任をもって，よりよい学校生活を築

くために頑張ろうと決意を新たにしました。

〔児 童 生 徒 会 長〕平田竜暉（中２）

〔児童生徒会副会長〕前川友子（中１）

〔書 記 ・ 会 計〕森山泉梨（小６）

〔生活委員会委員長〕池田靖嵩（中２）

〔整備委員会委員長〕秋田直虎（中２）

〔保体委員会委員長〕樋渡初菜（中２）
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生活二題： 明るく元気なあいさつをしよう!! 時間を守り，機敏な行動をしよう!!


